教育出版 高校音楽Ⅰ Music View（音Ⅰ 308）
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１　教科の目標（講座のねらい）
・中学校における音楽学習を踏まえ，様々な音楽教材に触れることや幅広い音楽活動を体験することを通
して，生涯にわたって音楽を愛好していこうとする気持ちや態度をはぐくむ。
・音楽を形づくっている要素やその働きによる特質や雰囲気などを知覚・感受して，創造的に表現したり
鑑賞したりする能力を伸ばす。
・日本及び世界の様々な音楽に触れ，楽曲そのものだけでなく，その背景となる文化や歴史についても理解を深め，広い視野で音楽を捉えられるようにする。
２　育てたい生徒像
「音楽Ⅰ」では，生涯にわたって音楽に親しんでいくための基盤となる力を育てたい。そのために第一は，主体的に音楽にかかわろうとする態度を育て，音楽を多様な観点から楽しむ方法を身に付けさせたい。授業内の時間だけでなく，家庭学習の時間も活用して調査研究やレポート作成などの課題も適切に取り入れていく。また，教材や活動を教師の側から示すだけでなく，生徒自らの発想で学習活動を展開する工夫を行う。第二には，世界の様々な音楽に親しませ，広い音楽的視野を身に付けさせたい。生徒が日頃慣れ親しんでいる音楽以外のもののよさやおもしろさに気づかせるとともに，音楽の背景にある文化や社会とのかかわりにも目を向けさせ，それらの価値について理解を深めるよう指導していく。
　
３　授業の内容と学習方法
(1)日本や世界の伝統音楽からポピュラー音楽までを幅広く体験し，声や楽器による多様な音楽表現があることを知り，曲種に応じた発声の特徴や様々な楽器の音色や奏法の特徴を理解する。
(2)音楽を形づくっている要素やその働きが楽曲の特徴にどのような役割を果たしているかを，創作や鑑賞の活動を通して理解する。
(3)言語の特性と詩や曲に込められた作者のメッセージを感じ取りながら，様々な言語による歌唱表現や鑑賞の活動を行う。
(4)音楽が文学や絵画などの諸芸術と結びつきながらどのように発展してきたかを視覚的に捉えながら学習する。
(5)日本の伝統音楽や世界の各地域の諸民族の音楽の形成過程を歴史や地域の文化的背景から探る。
(6)和楽器やギターの基礎的な奏法を身に付けるとともに，声や楽器，身体表現を用いた様々なアンサンブルに取り組む。
